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◎開  議 

午前９時００分開議 

○議長（根岸 晃君） ただいまの出席議員は12名であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから散会前に引き続き本日の会議を開きます。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第２５ 町長提出議案第１９号 平成２２年度上里町一般会計予算について 

○議長（根岸 晃君） 日程第25、町長提出議案第19号 平成22年度上里町一般会計予算につ

いての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君発言〕 

○副町長（山下精治君） 御提案申し上げました議案第19号 平成22年度上里町一般会計予算

について御説明を申し上げます。 

 平成22年度上里町一般会計・特別会計予算書の５ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成22年度上里町一般会計予算は次に定めるところによるものであります。薄いほうですね。 

 第１条でありますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ74億2,700万円と定め、歳入

歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるものであ

ります。 

 第２条については債務負担行為についてでありますが、地方自治法第214条の規定により、

債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額、「第２表 債務負担行為」に

よるものであります。 

 第３条につきましては地方債についてでございますが、地方自治法第230条第１項の規定に

より起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は

「第３表 地方債」によるものであります。 

 第４条についてでありますが、一時借入金についてでございますが、地方自治法第235条の

３第２項の規定によりまして、一時借り入れの最高額を５億円と定めたものであります。 

 第５条につきましては歳出予算の流用についてですが、地方自治法第220条第２項のただし

書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、各項に計上

した給料、職員手当及び共済費、賃金に係るものは除くものでありますが、予算額に過不足が

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用することをできるものであり

ます。 

 次に、「第１表 歳入歳出予算」でございますが、６ページから８ページに歳入予算の款項
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別の金額が記載をされておるところでございます。 

 平成22年度の歳入は、長引く景気低迷で、歳入の款１町税につきましては、法人税が大きく

落ち込むなどして、前年度より2,941万4,000円ほど少ない36億1,219万2,000円の予算計上とい

たしたところであります。 

 また、款２の地方譲与税から款８の自動車取得税交付金までのすべての款でありますが、景

気の影響を受けての減収を見込んだところでございます。 

 特に、款６の地方消費税交付金につきましては、前年度より4,460万円と大幅に減収を見込

んだところでございます。 

 款９の地方特例交付金につきましては、子ども手当の創設に伴い従来の拡充分のほかに、新

たな地方負担額分を合わせて交付されるため、前年度より229万9,000円の増額、5,010万円を

計上いたしたところでございます。 

 款10の地方交付税につきましては、国全体で１兆1,000億円の増額となっておりますが、21

年度に創出された地域雇用創出推進費の廃止や新たな地域活性化・雇用等臨時特例費の創設な

どによりまして、基準財政需要額を算定をいたしまして、基準財政収入額は、なお、町税の減

額や地方特例交付金を含む多くの交付金が減額となるなど、普通交付税は前年度より１億

7,466万3,000円増の６億6,000万円の計上をいたしたところでございます。特別交付税につき

ましては、前年度同額の１億円を見込んだところでございます。 

 款12の分担金及び負担金につきましては、保育所運営費の保護者負担金が主でございまして、

総計で１億8,850万3,000円を計上したところでございます。 

 款13の使用料及び手数料につきましては、上里ゴルフ場公園施設管理許可使用料を見込みま

して、１億4,337万2,000円を計上いたしたところでございます。 

 款14の国庫支出金につきましては、本年の大きな施策としての子ども手当の交付金４億

6,000万3,000円や、それから道路事業の地域活力基盤創造交付金を含めまして８億3,412万

7,000円を計上したところでございます。 

 款15の県支出金につきましては、緊急雇用創出基金事業補助金を含んだ５億5,726万2,000円

であるわけであります。 

 款18の繰入金につきましては、財政調整基金から9,100万円を繰り入れるなど、合計9,947万

5,000円を計上いたしました。 

 款22の町債でありますけれども、臨時財政対策債４億4,050万円や地方道路事業債、鉄道駅

神保原駅バリアフリー化設備整備事業債などでございまして、計で６億1,380万円を計上いた

しました。 

 款１の町税から款22の町債まででございますが、歳入総額で74億2,700万円となっていると
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ころでございます。 

 次に、歳出のほうの款項別の金額につきまして説明申し上げたいと思いますが、９ページか

ら10ページに記載されておりますので、見ていただきたいと思います。 

 款１の議会費から款12の予備費まででございますが、款３の民生費につきましては、子ども

手当としての５億8,386万9,000円やこども医療費、特別会計繰出金等によりまして、28億

2,324万7,000円の計上となっているほか、款７の土木費につきましては、古新田四ツ谷線整備

事業や上里サービスエリア周辺地区道路整備事業などの道路事業による増額になっているとこ

ろでございます。 

 歳出総額は歳入同様で74億2,700万円となっているところでございます。 

 次に、11ページから12ページでございますけれども、「第２表 債務負担行為」についてで

ありますが、上里町土地開発公社借入金債務保証については、土地開発公社が業務を行うため

に銀行等から借り入れた資金について、最終弁済期が到来しても償還できない額を債務保証す

るものであります。 

 公共用地取得事業及び上里サービスエリア周辺地区整備事業の平成22年度借り入れ分につい

てであります。 

 また、公共用地先行取得事業につきましては、平成22年度の土地開発公社が町等からの依頼

に基づき、先行取得する用地分についての債務負担であります。 

 農業近代化資金利子補給、それから農業経営基盤強化資金利子補給、それから中小企業融資

損失補償の平成22年度にかかわる債務負担行為であります。 

 また、上里土地改良区をはじめとする各土地改良区補助金については、財政健全化法に基づ

きまして、今後、各土地改良区の借り入れに対する補助金を明確にしたものであります。 

 次に、13ページでございますけれども、地方債になるわけでありまして、鉄道駅バリアフリ

ー化設備整備事業であります。神保原駅のバリアフリー化の補助金を起債しているところでご

ざいます。 

 また、県営圃場整備事業債につきましては、上里西部土地改良事業への町の負担金に対する

起債2,000万円を借り入れる予定であります。 

 次に、地方道路改良事業でありますけれども、これは道路改良事業に対する起債で、歳入で

申し上げましたように、都市計画道路古新田四ツ谷線整備事業と上里サービスエリア周辺地区

道路整備事業を含む道路改良事業債でございまして、１億2,830万円を借り入れる予定となっ

ているところでございます。 

 次に、臨時財政対策債でありますけれども、これは国の地方財政対策の財源不足が生じたた

めに発行されるものでありまして、交付税の基準財政需要額に元利償還金が全額算入されるも
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のでありまして、４億4,050万円を借り入れる予定となっているところでございます。 

 平成22年度の起債の総額は６億1,380万円となるところでございます。 

 次に、起債の方法につきましては、記載させていただいているとおりでございます。 

 利率については、４％以内という借り入れの要件でございます。 

 また、ただし書きで、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公営企業等金融機構か

らの資金につきましては、利率の見直しを行った後においては当該見直し後の利率と明記した

ものでございます。 

 償還の方法につきましては、記載のとおりとなっているところでございます。 

 次に、予算の内容につきまして説明させていただきますが、平成22年度の予算編成でありま

すけれども、一般会計の歳入歳出予算の総額は、先ほど申し上げましたとおり、74億2,700万

円と昨年度と比較いたしまして６億6,700万円、9.9％の増となっているところでございます。 

 また、単純に子ども手当５億8,386万9,000円を仮に除きますと、前年度と比較いたしますと

8,313万1,000円の増で1.2％の増となるわけでありまして、これが実質的な伸びであるという

ふうに御理解いただきたいと思うところでございます。 

 国の平成22年度の予算は、景気低迷や雇用情勢の悪化が続いている中、昨年の秋に新内閣が

発足し、国の平成21年度補正予算により経済危機対策等、新たな臨時交付金が交付されるなど、

財政難に悩む地方公共団体の地方財政にも大きな影響を与えているところでございます。 

 地方財政への平成22年度予算の大きな柱は、子ども手当の創設や地方交付税の増額確保、そ

れから臨時財政対策債の対応、それから高校の実質無料化など、マニフェストに掲げておりま

す事業の取り組みや徹底した予算の効率化を図っておるところであります。 

 町におきましても、深刻な経済情勢を踏まえまして、国の基本方針や新行財政改革推進プラ

ンを引き続き取り組みまして、歳入においては、町税や地方譲与税、各種交付金の落ち込みや

地方交付税の大幅な伸びが見込めないなど、一般財源の確保が厳しいと予想される中でありま

すけれども、国・県の補助金、起債等を活用いたしまして、総額で昨年度よりも、先ほど申し

上げました６億6,700万円の増の74億2,700万円といたしたところでございまして、歳出につき

ましては、新規事業の取り組みやこれまでの行政改革を継続し、一部事務事業の見直しや事業

費の抑制を図ったところであります。 

 具体的な見直しの内容につきましてでありますが、平成21年度に引き続き、町長・副町長・

教育長の給与の削減、それから議会議員、非常勤特別職の費用弁償の支給停止の継続、それか

ら職員出張日当の支給の停止の継続、それから公共施設維持管理経費や効率的な建設事業の取

り組みなどであるわけであります。 

 新たな施策への取り組みといたしましては、神保原駅のバリアフリー化の取り組みや上里サ
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ービスエリアスマートＩＣ調査業務委託、それから子育て支援といたしまして、子ども手当や

こども医療費として７月診療分より義務教育終了、15歳になる年度末であります、までの医療

費の無料化、それから地域子育て支援拠点事業委託など、また、高齢者事業の取り組みといた

しましては、地域介護・福祉空間整備等施設整備補助金を、そして上里中学校建設基本構想策

定調査委託などを計上をいたしたところでありますし、がん検診等予防対策の充実、それから

消費生活相談員の相談回数を週１回から２回へ増やすことや上里サービスエリア周辺地区道路

整備事業、古新田四ツ谷線道路整備事業など完成を目指した道路整備の取り組み、上里中学校

の整備に向けた基金の積み立てなど、厳しい財政状況の中でありますけれども、取り組みを行

ってきているところでございます。 

 今後も、経済情勢の低迷や少子高齢社会への対応など町の財政状況の厳しさは続くものと思

われるわけでありますけれども、多種・多様化する住民要望にこたえ、福祉・環境・生活基盤

の整備等安心して暮らせるまちづくりのために、行財政の基盤の充実強化を図りまして、簡素

で効率的な行財政運営を推進してまいらなければならないと考え、予算編成を行ったところで

あります。 

 以上が平成22年度の予算に対する編成方針及び内容の説明とさせていただきます。 

 慎重審議の上、御議決賜りますようお願いを申し上げる次第であります。 

──────────────────────────────────── 

○議長（根岸 晃君） 暫時休憩いたします。 

午前９時２０分休憩 

──────────────────────────────────── 

午前９時３５分再開 

○議長（根岸 晃君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

○議長（根岸 晃君） 一般会計の補足説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 山下精治君補足説明〕 

──────────────────────────────────── 

○議長（根岸 晃君） 暫時休憩します。 

午前１０時３分休憩 

──────────────────────────────────── 

午前１０時５分再開 

○議長（根岸 晃君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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──────────────────────────────────── 

○議長（根岸 晃君） 副町長の説明を続行いたします。 

〔以下、上程中の議案について 副町長 山下精治君補足説

明〕 

○議長（根岸 晃君） 以上で、平成22年度上里町一般会計予算の提案理由の説明を終わりま

す。 

──────────────────◇────────────────── 

◎散  会 

○議長（根岸 晃君） 本日はこれをもって散会といたします。 

 御苦労さまでした。 

午前１０時６分散会 


